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; 陸上自衛隊では9月中の実弾射撃 i
: をつぎのとおり行ないます。:

実施場所=池田射撃場 i 
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老
人
に
明
る
い
希
望
を

九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
は
「
老

人
の
福
祉
週
間
」
と
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
老
人
の
日
の
ね
ら
い
は
と
か
く
孤
独
で

み
じ
め
な
生
活
に
陥
・
り
や
す
い
老
人
の
健
康

と
福
祉
を
高
め
、
す
べ
て
の
人
が
老
人
に
対

し
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
老

人
自
ら
も
生
活
の
向
上
に
努
め
る
意
慾
を
も

り
あ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
年
は
「
老
人
に
明
る
い

希
望
を
」
を
ス
ロ

l
ガ
シ
に

し
て
全
国
的
に
盛
ん
な
敬
老

運
動
が
展
開
さ
れ
る
わ
け
で

す
が
大
村
市
で
も
関
係
者
の

方
々
の
御
協
力
を
得
て
次
の

よ
う
な
行
事
を
行
な
い
ま
す

ム
満
八
十
五
才
以
上
の
高
令

者
に
市
長
よ
り
記
念
品
を

贈
呈

A
九
月
十
五
日
現
在
で
満
九

十
才
の
方
に
は
記
念
品
の

外
に
記
念
写
真
を
贈
呈

ム
満
七
十
才
以
上
の
方
に
は

理
容
、
浴
場
組
合
員
の
方

々
の
半
額
に
よ
る
特
別
奉

。
仕

企
満
八
十
才
以
上
む
方
に
は

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
員
の
方

々
の
無
料
特
別
奉
仕

・
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
奉

仕
券
は
各
町
総
代
の
方
に
お

配
り
し
て
い
た
だ
く
よ
う
最

願
い
し
て
治

p
ま
す
。

一
日
市
長
室
日
程
変
更

萱
瀬
地
区
は
九
月
九
日

の
予
定
で
し
た
が
九
月
十

一
日
に
変
更
。

育
児
相
談
所
は
中
止

出
張
所
地
区
の
九
月
中

の
育
児
相
談
は
都
合
に
よ

b
中
止
@

-
・
国
税
・
県
税
・
市
税
の

「
税
の
共
同
相
談
所
」

私たちの身のまわ bには所

得税、事業税 市県民税、固

定資産税友どと色々の税金が

あbこれらの税金にづいて私

たちはわから左いところや不

満があるものです。

税務署では毎月 5の日(5日

15日、 25日〉を税の相談日と

定めて国税についての相談に

応じてお bますが、今回は下

記のと語り国県、市三者共

同で税の相談所を開設するこ

とにしました。

この日はあらゆる税に対す

る不平不満や、ご不審の点な

どの相談を皆様方から治受け

します。税のこと左らどん左

ことでもけっこうです。気軽

に相談して明るい気持で納税

をいたしましょう。

b日時 9月日日

午後 1時より午後 4時まで

b場所商工会議所会議室

J 

巡 回 日 程

実施日 場所

9月9日 三浦幼稚園

10日 鈴田出張所

11日 福重出張所

14日 中央公民館

15日市立病院

16日 竹松本町公民館

17日 萱瀬出張所

18日 松原公民舘

時聞は H奇30分、 3時まで。

9月19日総合審査と表彰

場所中央公民舘

時間 12時から 3時まで.

今
す
ぐ
犬
を
つ
念
い
で
く
だ
さ
い

十
月
十
日
か
ら
い
よ
い
よ
畜
犬
取
締
条

例
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
い
ろ
い

ろ
な
被
害
を
守
る
た
め
市
民
み
な
さ
ん

の
要
望
に
よ
り
さ
ま
勺
た
も
の
で
す
。

必
十
守
っ
て
明
る
い
大
村
市
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

乳
児
健
康
相
談

今
年
度
の
乳
児
健
康
相
談
(
赤
田
川
先
生
ハ
開
業
医
)

ち
ゃ
ん
コ
ソ
グ
l
ル
)
を
つ
ぎ
の
田
崎
先
生
ハ
国
立
病
院
)

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
該
当
出
口
先
生
(
市
立
病
院
)

児
を
お
も
ち
の
お
母
さ
ん
方
は
も
実
施
目
的

れ
な
く
参
加
し
て
下
さ
い
。
①
疾
患
児
の
療
養
指
導
お
よ
び
気

該

当

児

ず

か

な

い

疾

患

の

発

見

昭
和
三
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
、
①
全
般
的
な
健
康
診
断
に
よ
る
小

三
十
九
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
児
専
門
医
の
育
児
保
健
指
導

生
れ
た
も
の
。
た
だ
し
、
疾
患
の
①
育
児
の
努
力
が
顕
著
な
も
の
の

相
談
に
つ
い
て
は
年
令
を
問
い
ま
表
彰

せ

ん

。

参

加

科

無

料

指

導

医

師

母

子

手

曜

を

持

参

の

こ

と

。
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る
〉
の
三
十
八
年
九
月
か

ら
三
十
九
年
八
角
ま
で
の

総
収
入
が
つ
ぎ
の
額
を
超

住

宅

に

困

つ

え

な

い

こ

と

。

て
い
る
人
で
つ

ぎ
の
条
件

扶
養
親
族
数
年
間
総
牧
入
額

を
そ
な
え
て
い
る
・人

-
-
-

O
人
・
=
一
十
二
万
円

利
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所

一
人
:
・
三
十
五
万
円

を
有
し
1

所
定
の
家
賃
、

二

人

・

:

三

十

八
万
円

敷
金
を
支
払
う
能
力
を
有

三
人
:
・
四
十
一
万
円

す
る
こ
と
。

悶

人

・
:
四
十
三
万
七
千
七

刷
現
に
同
居
し
、
ま
た

は

同

百

七
十
七
円

居
し
よ
う
と
す
る
較
族

五
人
:
・四
十
六
万
四
千
四

(
未
届
の
妻
も
含
む
〉
が

百
四
十
四
円

あ

る

こ

と

。

公

募

期

間

九

月

七

H
か
ら

刺
入
居
を
希
望
す
る
者
(
同
九
月
十
四
日
ま
で

居
親
族
の
収
入
も
合
算
す
申
込
場
所
市
役
所
市
民
課

、
•• 

J
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開
翻
閤
幽

o
S
1
r
a
s
e
開
眼
闘
固

o
s
l
r
a
s
e

県
美
展
の
ご
案
内

示
九
回
目
の
長
崎
県
美
術

展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

出
品
要
領
は
つ
ぎ
の
と
治

b
で
す
の
で
ふ
る
っ
で
出
品

し
て
下
さ
い
。

出
品
規
定

①
作
品
の
部
門

洋
画
版
画
部
、
日
本
画
部

南
画
部
、
商
業
デ
ザ
イ
V

部
、
書
道
部
、
写
真
部
、

彫
塑
工
芸
部

②
出
品
者
資
格

県
内
居
住
者

(
中
学
生
以

下
を
除
く
〉

③
出
品
申
込

十
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

市
内
の
方
は
十
月
十
七
日

ま
で
中
央
公
民
館
へ
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

④
作
品
の
搬
入

4
1
月
二
十
五

a
午
後
五

時
ま
で
に
長
崎
市
中
央
公

民
館
へ
。

な
お
大
村
市
中
央
公
民
館
に

申
し
込
ま
れ
た
方
の
分
は
ま

止
め
て
'搬
入
し
ま
す
。

昭和3拝 4月2日第三種郵便物認可

要 民 他
領館く出
をへわ品
用 沿 し作
意 出 い 品
しかこの
てけと体
い下は 裁
まさ中
ずい 央 そ
。。公の

県
営
住
宅
入
居
者
を

募

集
乾
馬
場
に
簡
易
耐
火
構
造

平
家
建
の
住
宅
十
二
戸
が
で

き
あ
が

b
ま
す
の
で
、
入
居

者
を
つ
ぎ
の
要
領
で
公
募
し

ま
す
。

家
賃

未
決
定

入
居
者
資
格

拍
せ
ん
の
日
時
と
場
所

九
月
十
七
日
午
前
九
時

大
村
市
役
所

主
治
く
わ
し
い
こ
と
は
市

の
建
築
課
へ
問
い
合
せ
て
く

だ
さ
い
。

郷
土
史
の
成
人
講
座

大
村
の
文
化
の
沿
こ
h
y
か

ら
明
治
の
は
じ
め
ま
で
の
市

史
、
と
く
に
キ
リ
シ

タ
ン
時

代
幕
末
時
代
の
扶
勢
な
ど
、

郷
土
史
の
成
人
講
座
を
聞
き

ま
す
。
お
き
そ
い
あ
わ
せ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

教

室

中

央

公
民
館
講
座
室

期
間
と
開
講
日

九
片
十
六
日
か
ら
十
月
二

十
一

日吋
ま
で
の
毎
週
水
曜

日
時
聞
は
十
九
時
か
ら

二
十
一
時
ま

で

な

治

二

回
ほ
ど
昼
間
に
開
講
し
て

現
地
研
究
を
い
た
し
ま
す

申
込
資
格

市
民
一

般
男
女
並
に
大
学

等
で
研
究
し
て
る
者

申
込
期
日
と
申
込
先

九
月
十
日
ま
で
に

中
央
公
民
館
へ

受
講
料
い
り
ま
せ
ん

、，

講
師

藤
原
正
忠
氏
(
元
大

村
市
立
図
書
館
長
)

検 受 業(吋 受学年中 Lイ) 人 市 受 診 なレ
査け主 各 け生 以学 まは内けしいン
料 ち が職るで上 校だ除に なままト

れ毎場入学の、 学き居 け し す ゲ
いる年に G 校学高校 ま住れよ。ン金金
り人 実 つ で校 等 に す す ば う 該 に 布
ま。 施 と 行に学 行 。るな。 当 よ核
せすめ な 在校 か 人ら する健
ん -- るて う学そな 。な る結~

結 い 宇 結中 のい たい 人 核 ~
核る 核 の他児 だ人 は健彩
健人 健児修 童 し も康断
康 で 康 童学 、 、 れ診?
診 そ 診 、年小つ な断
断 の 断 生・限学 ぎ ぐを
を事を徒一 校 の 受 行

実施月日 | 夫施場所 |実施時間

野巴入口停留所 9.30'-10.30 

9 il 7日 東北寺溝口商庖前 11.00 -12.00 

野岳堤八本除 1 30 -3.30 

武留路公民館 r 10.00-11.00 

9月 8日 λ津公民館 12.30-1.30 
本山波戸時吉宅前 2.00~ 4.00 

宮J路公民館 9.30、11.30

9月 9日 大川fD津田酒届:可 1.00，- 2.00 

堺町まるたか商庖横 2.30-4:00 

竹松農協前 9.30-11.30 

9月10日 小路口里村商居萌 1.00-2.00 
坂口公民館 2.30-4.00 

原公民館 9.30-10.30 

9月11日
宮代公民館 11.00-12.00 
萱瀬出張所 1.∞-2.30 
黒木小学校 2.30-4.00 

9月12日 |雄ケ原公民館

池田公民館 9.30-10 30 

9月14日 池田住宅公民館 11.00-12.00 
諏訪公民館 1.00...;.. 4.00 

乾馬場公民館 9.30-11.00 
9月15日 古町五区広場 12.30-2.30 

西大村出張所 3.00-4.00 

松並長崎書居前

、9J116白 八坂神社横 12.30-2.00 
植松公民館 2.30-4.00 

実施する場所及び日時

ほかの地区は次号でおしらせします。
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